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今日（8／12）の夜から、明日（8／13）の未明にか

けて、ペルセウス座流星群が極大を迎える。地球は、

太陽の周囲を毎年ほぼ同じ軌道で公転している。決ま

った時期に、塵の多い場所を通過する。塵の正体は、

彗星の尾が残したダストだ。８月には、ちょうどペル

セウス座の方向に塵が飛び込んで来る。 

ペルセウス座は、カシオペア座の「Ｗ」の左側にあ

る。つまり「ここ→＋Ｗ」あたりから、流れ星が放射

状に飛ぶことになる。流星群は他の季節にもいくつも

ある。ふたご座流星群、しし座流星群などが有名だ。

しかし、ペルセウス座流星群は、夏の夜更け～明け方

に見え、飛ぶ数も多いので、非常に観察がしやすい。 

塵の元になる彗星（母彗星）は「スイフト・タット

ル彗星」である。この彗星は 33年周期で太陽に近づ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

くので、その周期に合わせて「新たな塵の供給」が行

われ、大流星群になると言われている。 

 

明日の明け方が一番良いのだが、今夜は月明もなく、

22時頃からペルセウス座はよく見えるようになるの

で、晴れていたら是非その方向を観望していただきた

い。アンドロメダ星雲も近くに見える。 


